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１.Mendeley 概要
・文献管理

・グループ内での情報共有ができる

・インターフェイスは英語

・保存容量 1ユーザー100GBのほかに、グループ合計100GB

・引用スタイル数 7000種以上

・保存した論文PDFの閲覧やマーク、メモをつけることができる

・Wordプラグインを用いた引用文献リスト作成ができる

・学外からのアクセス可能
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２.アクセス方法：図書館HPから

4

①

②

③

◎学外からのアクセスは
学内からの最終ログインから１２カ月間
使用可能。
→年に一度は学内からログインすること
（使用期限の10日前にElsevierからメール
通知あり）

①検索ツール をクリック
②情報の活用法 をクリック
③Mendeley をクリック

https://www.lib.akita-u.ac.jp/top/


３.はじめに行うこと ①アカウント作成
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Create account をクリックし、
E-mailアドレスとパスワードを設定して
アカウントを作成（無料）

※Scopus/ScienceDirectと共通のアカウン
トのため、

すでに登録済みのユーザーは
Scopus/ScienceDirectのアカウントを使用
すること

https://www.mendeley.com/

https://www.scopus.com/
https://www.sciencedirect.com/
https://www.scopus.com/
https://www.sciencedirect.com/
https://www.mendeley.com/


３.はじめに行うこと ②便利機能ダウンロード

6

ログイン後の画面を下にスクロールす
ると、右側に「Downloads」がある。
そのうち下記２つをダウンロードする

Mendeley Web Importer
（簡単にブラウザ上から文献情報を
Mendeleyに取り込むことができるブラウザ
拡張機能）

Citation Plug-in (Mendeley Cite)
(簡単に引用文献リストを作成できるWord
拡張機能)

また、
Mendeleyデスクトップ版
を下記URLからダウンロードする
https://www.mendeley.com/reference-
management/mendeley-desktop

https://www.mendeley.com/reference-management/web-importer
https://www.mendeley.com/reference-management/mendeley-cite
https://www.mendeley.com/reference-management/mendeley-desktop


４.Mendeley Web版 1/4
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「Library」をクリックすると
文献管理画面に移る



４.Mendeley Web版 2/4
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新しい文献情報を
手動で取り込む時
に使う

文献をフォルダごと
に整理できる

新しいフォルダを
作成する時は
New Collection

文献情報が一覧表示され、
確認や編集ができる



４.Mendeley Web版 3/4
文献情報の管理
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・タイトル・著者・掲載雑誌（発行
年・巻号・ページ）
など、文献情報が確認できる

・不足情報を自分で補える

・自分でタグ付けができる

タグ付けしたキーワードも検索対象
になるので便利

・複数のファイル添付ができる
（PDF形式が望ましい）



４.Mendeley Web版 4/4
使用容量の確認方法
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1ユーザー 100GB、
プライベートグループ 合計100GB
→プライベートグループが1名の場合は、
物理的には200GBまでの容量が使えるこ
とになる。

①右上のアカウント名をクリック
→「Setting & Privacy」をクリック
②「Subscription」をクリック

②

①
アカウント名



５.デスクトップ版Mendeley 1/2
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起動するとログインを求められる。

ローカル環境の文献整理をする際には
デスクトップ版を使用する



５.デスクトップ版Mendeley 2/2
ログイン後の画面
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PCに保存している文献の
PDFファイルをドラッグ
すると自動的に文献情報が
取り込まれる
※うまくいかないこともある
ので、取り込んだ文献情報を確認し、
不足情報がある場合は
手動で修正すること

保存した文献情報を検索できる

文献情報を
追加したい
ときはAdd File

保存した文献情報一覧



6.文献の取り込み方 ①CiNii Articles
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①検索結果から取り込みたい文献にチェックを入れて
「RISで表示」を選択し「実行」

②表示されたテキストをメモ帳に貼り付け、
RIS形式で保存
③Mendeley「Add File」を選択し、
保存したファイルをインポートする

①

②

③
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https://ci.nii.ac.jp/


6.文献の取り込み方 ②Scopus
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検索結果から取り込みたい文献にチェックを入れて
「エクスポート」をクリック
→Mendeleyにチェックを入れて
「エクスポート」をクリックすると取り込み完了

（画像は2021/6時点の検索結果画面です）

https://www.scopus.com/


７.文献の取り込み方③Web importerの活用1/2
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①ブラウザのMendeleyのアイコンをクリック
→「サインイン」をクリックし、
②Mendeleyのアカウント情報を入力してsign in 

①

②



文献情報を取り込みたい電子ジャーナルの
ページでブラウザの
Mendeleyのアイコンをクリック
→取り込む文献にチェックを入れて「追加」
をクリックすると取り込み完了

✔が入ると取り込み完了
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７.文献の取り込み方③Web importerの活用2/2



文献収集の際のポイント

• CiNii ArticlesやScopusなど

文献検索データベースからの文献情報取り込みは

本文PDFファイルは含まれない

→PDFファイルがほしいときは、

Mendeleyに保存した文献情報に本文へのURLがあるので

URLからアクセスし、Web importer でPDFを取り込むようにする
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8.論文PDF閲覧（Web版・デスクトップ版）
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文献情報に添付した本文PDFファイルを開くと、
MendeleyのPDF viewer上で
ハイライトや注釈をつけることができる

※ 実際には
ここに論文本文が表示されます

※ 実際には
ここに論文本文が表示されます

上部のColorを選択すると、選択

した部分が色付けされます。
（これはイメージです）

18



8.プライベートグループの作成
（Web版・デスクトップ版）
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Create Groupでグループ名を作成し、
招待したいメンバーのメールアドレスを入力して
招待メールを送る

プライベートグループを作成すると、
グループ内で文献情報や、論文PDF、
記入した注釈の共有ができる。
（実際に研究室のメンバーでグループを作成し
"必須論文リスト"を作成しているケースもある）

1グループの最大人数 100名
1ユーザーが作成できるグループ数 1,000



8.Mendeley Citeを用いた
自動引用文献リスト作成方法（Word）1/5
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「参考資料」タブにMendeley-Citeが表示されている



8.Mendeley Citeを用いた
自動引用文献リスト作成方法（Word）2/5
①スタイルを選択
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使用したいスタイルが
一覧に表示されないときは
「More Style…」を
クリックして検索する



8.Mendeley Citeを用いた
自動引用文献リスト作成方法（Word）3/5
②引用文献の検索 引用を挿入したい箇所にカーソルを合わせて

「Insert Citation」をクリック
→検索ボックスが表示されるので、キーワード
を入力して引用したい文献情報を探す。
「OK」をクリックすると文献符号が自動的に作成される。

自動的に文献符号（1）が生成された
22



8.Mendeley Citeを用いた
自動引用文献リスト作成方法（Word）4/5
③引用文献リストの作成
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「Insert Bibliography」をクリックすると
引用文献リストが自動的に生成される



8.Mendeley Citeを用いた
自動引用文献リスト作成方法（Word）5/5
スタイルの変更

APA7th
SIST02
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９.わからないときは
• 下記サイトからクイックレファレンスガイド・講習会動画へアクセス

（2021/6/7確認）

https://www.elsevier.com/ja-jp/solutions/mendeley/mendeley-guide
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https://www.elsevier.com/ja-jp/solutions/mendeley/mendeley-guide

